
          第一課　　結婚の聖書的根拠
（ねらい）　この課では、聖書の教える結婚観の基本を学びます。
            特に結婚は、神によって成立することを強調して下さい。
　１　結婚は神の定められたものです。
　ここでは、一般の結婚論ではなく、聖書の教える結婚観を理解させます。趣味・相性・教養・教育・経済など、人間的要素も否定しない方がいいと思いますが、あくまでも二人の愛情と意志の背後に、神の導きを求めることを強調しましょう。
　出席者の中に、既婚者がいれば、その出会いについて話していただくのも良いでしょう。
  ここでは、結婚が人間創造の初めから、神の意図された計画であることを理解させます。
  人間の起源については、①進化論と、②創造論の二つに大別されます。進化論は、無神論的な背景を持つ仮説であり、この論に立つと人生の意味も目的もわからなくなります。                                   
　「神のかたち」については、岸　義紘著「男女・恋愛・結婚」P28～ 35
                            尾山令二著「結婚の備え」P67～ 71
を参考にして、時間があれば、もう少しくわしく説明して下さい。
　人間の性別の項では、男性に生まれたことを男性への神の召し、女性に生まれたことを女性への神の召しと受け止め、積極的に神の意志を受け入れることを勧めます。そこから、性別の意義が理解されていきます。
　２　結婚は神が祝福されます。
　神の祝福は、単に人間の願望達成にだけでなく、神の使命に応じるところに注がれることを学びます。ここで、以前に流行した「二人のために世界はある」という歌を、講義のきっかけに用いるのもいいでしょう。
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　３　結婚は確かな土台を必要とします。
　結婚式文は、日本キリスト教団口語式文（日本基督教団出版局）から引用しています。他の式文を使用している教会には、説明が必要かも知れません。ここでは、結婚の確かさの根拠が、人間の願いや誓いをこえて、神の導きにあること、従って、信仰によって正しく理解できることを強調します。
          第二課　　性の正しい理解
（ねらい）　性本能は神の賜物との基本的認識に立ち、性の意味を理解する            のがねらいです。
  １　性本能は神の賜物です
  禁欲主義でも快楽主義でもなく、性本能を神の賜物として受け止めることを強調して下さい。特に、セックスを男女の肉体関係のみに限定して考える現代の風潮に流されず、性は心も体も含む夫婦の人間関係全体の中で理解されることを学びます。
　堕落と回復の項では、今日の性の混乱、離婚や別居による家庭の崩壊､｢生｣の意欲と充実感の喪失等は、すべて神と人間との縦の関係の乱れにその原因があることを指摘し、クリスチャンホームの形成の必要性にも言及されると良いと思います。
  ２　性の目的・役割
  性行為の目的について、カトリックとプロテスタントは見解を異にしています。カトリックでは、出産を性交の第一目的とするが、プロテスタントでは、性行為は夫婦の愛の表現とし、出産はそれに伴うものと見ています。
（キリスト教大辞典　P605　参考）
  このテキストでは、夫婦の一体性の実現と見、その祝福のしるしが出産と
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理解しています。
　産児制限については、最近は「責任産児」という言葉も使われますが、クリスチャン夫婦にとって話題にしにくい、しかし、切実な問題です。状況に応じて取り上げて下さい。
  参考書    岩村信二著  「性と結婚のモラル」  ＹＭＣＡ出版
            Ａ・リューインケル著  「お子さまは何人のつもり」聖文舎              Ａ・Ｇ・ウィート著  「結婚愛のすべて」　すぐ書房
  ３　夫婦の性生活
　Ｒ・クリスティンソン師は、その著書「幸福な家庭」ニューライフ出版社の中で、キリスト者は、性に対して二つの誤りに陥る傾向があると指摘しています。①性を恥ずべき悪とみなす。②性をあまりにも霊的なものと考えすぎる。とくに②の指摘には考えさせられます。性的関係のおもな特徴は、肉体的、感情的喜びにあるという事実を素直に受け入れても良いのではないでしょうか。
  Ⅰコリント７：１～５の解釈は、結婚における夫婦の性関係を指している点で、どの注解書も一致しています。
  祝福された性関係は、夫婦にのみ与えられるもので、同棲、婚前交渉、不倫等はすべて罪です。その理由は　①十戒による姦淫の禁止（出エジプト２０：１４）  ②神と人の前での誓いを破る　③一体化の矛盾（Ⅰコリント６：１５～２０）等が挙げられます。
            第三課　　成長する夫婦
（ねらい）　結婚生活の到達点を明らかにし、その実現方法を示すのが、この
　　　　　　課のねらいです。
１　夫婦の理想像
　妻は夫に従い、夫は妻を愛する、これは聖書の夫婦に関する記事に共通する
基本原則です。
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　ここでは、二つの点に注意して下さい。
　　①　妻の服従、夫の愛は、それぞれの自発的な責任において実行されるべ
        きで、相手に要求するものではないこと。
　　　　夫が妻に服従を求め、妻が夫に愛を要求すると、聖書の教えは祝福で
　　　　はなく、律法になってしまいます。
　　②　夫と妻の関係はキリストと教会の関係を表わすという、エペソ５：２
　　　　０～３３、コロサイ３：１８～１９、さらに御言に従わない夫への服
　　　　従を勧めるⅠペテロ３：１～７も、いずれも共通するのは、キリスト
　　　　によるゆるしが前提になっていることです。
２　結婚の三つの使命
　長い年月をかけて二人で築き上げていく結婚生活には、素晴らしい意義があ
ることを理解するのが、ここの学びのねらいです。
　参考書は、尾山令二著「結婚の備え」P127～ 153です。
　夫婦は相互に啓発し合って、二人が共に成長することを自覚できるよう、勧
めて下さい。
３　一心同体の実現
　①　男女の特質と要求を理解する。
　　イ）この部分では、特に、女性の感情に対する理解と配慮が、男性におい
　　　　ては、しばしば見当違いになりがちな点を指摘し、女性の特質、特に
　　　　感情面の特徴について学べるように指導してください。エルカナとハ
　　　　ンナの例はその一例です。       
    ロ）また男性が考える男らしさと、女性が求める男らしさとの違いについ
　　　　ても説明し、真の男らしさとは何かについて考える機会にするのも良
　　　　いでしょう。
　②　共通の価値観に生きる。
　　　　配偶者が「未信者」という受講者も多いと思います。その場合、信仰
-4-
　　　　という共通の価値観の共有を願い求めつつ、その前段階として、目に
　　　　見えない者を大事にする夫婦をめざすよう、励ましてください。
　③　コミュニケーションを大切にする。
　　　　相手を理解するため、また自分を相手に理解してもらうためには、イ）
　　　　意識的に会話する時間を作ること、  ロ）しかも本質的、内面的会話
　　　　をするよう努力することが、必要であることを強調してください。
　　　　いわゆる、「以心伝心」のレベルは、このプロセスの積み重ねの末に到
　　　　達するものです。
　④　新鮮な関係を保つ工夫をする。
        このポイントでは、全員で具体的な例を発表し合うと良いでしょう。
                第四課　　結婚の準備
（ねらい）　未婚の青年男女が、結婚への心構えと具体的な準備を持てるよ            うにというのが、この学びのねらいです。
　この結婚講座では第四課で扱いますが、場合によっては、この学びを最初に行うこともできます。
　
１　出会い・交際・恋愛
  クリスチャンとして、結婚を希望する者が、第一にするべきことは、祈ることです。願いのあるところに道が開かれ、出会いが与えられるからです。学びの中で、実際に祈る時を持ちましょう。
  結婚への準備は、人格的な魅力を磨くことであり、御霊の実はまさにその
ような品性をもたらすものであることに注目し、信仰生活の確立を勧めましょ
う。
恋愛感情は否定するよりも、正しく導かれる必要があることを理解します。
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　参考書　まなべあきら著「結婚へのアドバイス」地の塩港南教会
　　　　　本城保夫著　「結婚・家庭ガイドブック」いのちのことば社
　交際の項で、両親からの自立を扱いますが、ここでは、精神的にも経済的にも親から独立した者に、結婚の資格があるとする聖書の教えを強調してください。
２　相手を決める準備・条件
　未信者との結婚については、いくつかのケースや対応が考えられます。
    ①  親や親戚から見合いを強制され、断るのが困難。
    ②  知人や上司の紹介なので断れない。
    ③  相手が理解ある人で、自分が教会に行くことに反対しないなら良い。  　④  結婚を通して相手を教会に導こうと考える。
  たしかに、未信者と結婚して相手を救いに導いたケースもありますが、価値観の違いから苦労するケースも多いようです。
　同じ信仰を持つ伴侶を捜すこと、また、伴侶となる者が同じ信仰を持つよ
うになる大切さを強調しましょう。もし、未信者の相手と付き合うようにな
った場合は、相手が救われるように祈る信仰を勧めましょう。ただし、学びの席に未信者と結婚した人がいる場合は、肩身の狭い思いをしない配慮が必要です。
　クリスチャン同士の結婚であっても、確信の一致、生活原理の一致を確かめるように勧めましょう。
　婚約式及び、結婚式に関する具体的な方法は、「クリスチャン生活事典」（教会新報社）などを参考にしてください。
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                   「結　婚　講　座」
　解　答
第一課　結婚の聖書的根拠
  １．②
  ２．略
  ３．①
  ４．①  かたち
      ②  応答性
      ③  交わり
      ④  縦の関係、男、女
  ５．略
  ６．①  愛
      ②  私的、計画
  ７．①  自分たちの結婚が神の導きによることを認める
      ②  互いに良い助け手同士になる決意をする
      ③  生涯、節操を守ること
　８．二人の出会いと結婚は運命や偶然ではなく、神の愛の結び合わせによ　　　ることを信じる
第二課　　性の正しい理解
　１．神によって与えられたもの。はじめに人間が「神のかたち」に男と女　　に創造された時から、性の機能や性欲を持つものとして造られました。  ２．②  ③　④
　３．神に背いて堕落した時から、祝福を失ってしまいました。神との縦の　　関係がこわれると、人間と人間、男と女の横の関係も乱れてしまうので　　す。
      混乱し、堕落したのは神に背を向けた結果です。
  ４．主イエス・キリストによって与えられる救いこそ、罪のゆるしと交わ　　りの回復をもたらします。新生は、堕落によって失われた「神のかたち」　　の取り戻しです。
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  ５．①夫婦の交わりを深め、一体に導く
      ②創造の業に参与する
　６．③
  ７．①性関係、子供、誕生
      ②摂理、使命
      ③動機、良心の平安
  ８．①過小評価、過大
      ②プラグ、小さい、動かし
      ③与え合い仕え合う
第三課　　成長する夫婦
  １．①服従する
      ②愛する
  ２．①キリスト、教会
      ②かしら、従う
      ③責任、献身的、愛
      ④からだ、妻
  ３．②　④
  ４．①夫婦の相互啓発と成長（個人的使命）
      ②幸せな家庭建設（社会的使命）
      ③神の栄光を表わす（宗教的使命）
  ５．①二人、成長
      ②み旨、喜ばれる
      ③幸せ
      ④救い主
  ６．人が、ひとりでいるのは良くない。わたしは彼のために、彼にふさわ　　　しい助け手を造ろう。（新改訳）
  ７．①感情
      ②心、神を信じる、誤、謝罪
      ③心、心、会話
  ８．自由に書けば良い
  ９．礼拝、救い主、恵み、信仰、価値
-8-
第四課　結婚の準備
  １．結婚相手について
  ２．②　③  ④
  ３．①祈り始めること
      ②魅力ある人格になる（神を第一とする忠実な信仰生活に励み、聖霊の
　　　　満たしを求める。霊的にも、人格的にもバランスのとれた魅力ある人
　　　　格）
      ③開かれた心を持つ（人と出会い、深く心を通い合わせるためには開か
　　　　れた心が必要）
  ４．神の創造によって人は、男と女に造られました。したがって、男女が異
　　　性に引かれ関心を持つことは自然なことです。また、そのような恋愛感
　　　情は、やがて神の導かれるただ一人の人に出会うための準備といっても
　　　良いと思います
  ５．私達は罪人ですから、恋愛には、盲目的、主観的、感情的、熱病的など
　　　の危険な要素が多く含まれています
  ６．②　④　⑤　
  ７．①牧師、祈り
      ②時間、理解
      ③両親
  ８．①信仰の一致（二人が共通の信仰に生きることによって、一致して主に
　　　　仕え、安定した幸せな家庭を築いていけるのです）
      ②確信の一致（二人がそれぞれ「神が合わせて下さった」と確信できる
　　　　ことが大切です）
      ③生活原理の一致（物事を判断し、決断する際の拠り所が一致している
　　　　こと、クリスチャンにとっては聖書の教えがそれです）
  ９．①同じ時間に聖書の同じ箇所を読み、祈る。この期間に主の前で二人が
　　　　心を合わせることを学ぶ
      ②何でもよく話し合う、コミュニケーションを密にする
      ③一線を守る
      ④教会の交わりに配慮する
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